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第14号

村 長 寿 番 付

奈 佐

良 藤

蒙
御
免
横東

1結 脇 関 綱

亀 1竹 蔦 相

国
民
の
祝
日
「
敬
老
の
日
」
に

ち
な
ん
で
長
寿
番
付
発
表

オｔ日 愛 た

一̈『一”̈一一”一̈̈一一̈中”【に村の中赫椰「まてをししヽ作

絲一　　̈ぃ一来常に「̈̈
一一̈一一更じ付っ一一”『細すろヵ、一中

海
区
漁
業
調
整
委
員

選
挙
人
名
簿
の
提
出
を

―

九
月
五
日
ま
で
に
―

海
区
漁
業
調
幣
委
員
会
選
挙

一の
行
政
連
絡
員
に
提
出
し
て
下

一＝一　　艶一　
　
一椰ｒ
しヽこ猟
し・に一細岬級吐歌悩社いに畑るヵ、一

一̈一　　̈
　　］̈
“̈口詢一一̈
〕̈〔口”安‐こ中』鋤Ｗ

り、出かせぎ獅裁朝醜れ眈
一いａいが刑「“曜刷嚇旗月っ

和 1田 田

唐

川

佐

吉

Ｌ
馴幽

出
中
西

元‐三

叫
一相‐
内‐

訓期
「
刊
―

ョ
‐

‐『
「

〓一

（
満
八
十
歳
以
上
）

勧
進
一九
市
浦
村
役
場

昭
和
四

対
肝

一年

日
現
在

心
身
障
害
児
に
支
給

該
当
者
は
早
目
に
手
続
き
を

出
稼
ぎ
者
か
ら
感
謝
の
便
リ

＝
広
報
や
児
童
の
作
品
送
る
＝

に
同
居
し
、
書
”て
て
お
ら
れ

る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

△
手
当
の
額

①
重
度
障
害
児
　
人
に
つ
き
月

額
千
二
百
円
、

昭
和
四
十
二

年

一
月
分
か
ｏ
り
千
四
百
円
に

な
り
ま
す
。

②
手
当
は
、
役
場
に
請
求
の
手

続
き
を
と

っ
た
ジ
．月
か
ら
支

給
が
開
始
さ
れ
ま

す
。

△
障
害
の
程
度

①
重
度
の
精
神
薄
弱

¨
――
知
恵
が

お
く
れ
て
い
る
た
め
、
日
常

生
活
に
介
護
が
必
要

で
あ
る

①
身
体
に
重
度
の
障
害
Ｌ
有
す

る
も
の
１
障
害
の
程
¨
」
は
、

国
民
年
金
法
で
定
め
■

一
級

な
い
し
、
身
障
者
福
祉
法

一

級
な
い
し
二
級
程
度
の
障
害

を
有
す
る
も
の
。

△
手
当
を
受
け
る
手
続
き

①
昭
和
四
十

一
年
八
月

一
日
か

は
、
立
派
な
道
路
を
歩
く
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
“
し

て
い
ま
す
―
原
文
の
ま
ま

』
。

な
お
、
村
の
出
稼
ぎ
相

訟
所

で
は
、
こ
れ
か
ら
も
引
き

続
き

広
報
と
児
童
、
生
徒
の
作

品
を

出
稼
ぎ
者

へ
送
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

ら
役
場
の
民
生
係
で
受
け

つ

け
て
お
り
ま
す
が
、
該
当
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
方
で
ま
だ

請
求
し
て
い
な
い
方
は
早
目

に
手

続
き

を
と

っ
て

下
さ

移
動
保
健
所
の
診

療
結
果
ま
と
ま
る

五
所
川
原
原
保
健
所

と
県

ヘ

き
地
対
策
協
議
会
が
、
七
月
二

十
、
二
十

一
日
の
両
日
、
大
田

桂
川
地
区
で
移
動
保
健
所
を
開

設
致
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
積

極
的
に
協
力
し
た
陸
上
増
衛
隊

の
診
療
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し

受
診
者
総
数
は
、
二
百
二
十

四
名
う
ち
疾
膚
者
は
、
男
五
十

九
名
、
女
九
十

一
名
．
合
計
百

五
十
名
で
す
。

ま
た
、
健
康
者
は
男
二
十
四

名
、
女
五
十
名
、
合
計
七
十
四

名
で
す
。

お
も
な
病
気
は
、
高
血
圧
症

が
二
十
五
名
で
圧
倒
的
に
多
く

次

い
Ｃ
五
十
肩
が
十
五
名
、
肺

結
核
、

ト
ラ
コ
ー
マ
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ‐
欠
乏
症
な
ど
農
村
特
有
の

病
気
が
そ
の
あ
と
に
続

い
て
い

し
か
し
、
疾
病
者
の
な
か
で

も
比
較
的
軽
い
も
の
が
多
く
、

な
る
べ
く
早
目
に
治
療
す
る
よ

う
保
健
所
で
は
呼
び
か
け
て
お

り
ま
す
。

市
浦
村
出
稼
ぎ
相
談
所
で
は

出
稼
者
の
皆
さ
ん

へ
村
の
状
況

を
知
ら
せ
る
た
め
、
広
報

ク
し

う
ら
ク
と
児
童
、
生
徒

の
図
西

や
習
字
の
作
品
を
毎
月
送

っ
て

い
ま
す
が
、
県
外
の
各
地
で
働

い
て
い
る
多
く
の
方

々
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
礼
状
が
届
い
て
お

り
ま
す
。

礼
状
の
内
容
は
、
子
ど
も
の

作
品
に
ふ
れ
て
な

つ
か
し
く
感

じ
．
あ
す

へ
の
働
く
意
欲
を
盛

ん
に
し
た
と
か
、
広
報

ク
し
う

ら

ク
で
は
村
の
工
事
の
状
況
な

ど
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
文
面
が
多
く
を
占
め
て
い

以
下
そ
の
お
も
な
も
の
を
紹

介
し
ま
し

ょ
う
。

「
子
ど
も
の
習
字
は
立
派
な

書
き

っ
ぶ
り
で
、
私
た
ち
小
学

生
の
頃
先
生
か
ら
採
点
さ
れ
た

甲
、
乙
、
丙
を
つ
く
づ
く
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
虫
祭
り
の

図
画
は
大
変
よ
く
、　
一
同
笑

っ

て
過
し
ま
し
た
。
広
報
で
は
村

内
の
工
事
状
況
が
よ
く
わ
か
り

相
内
の
県
道
舗
装
道
路
も
終
了

い
た
し
た
よ
う
で
、
帰
宅
時
に

赤
ち

ゃ
ん
の

一
斉
検

る
人
は
九
月
五
日
ま
で
に
区
内

一す
ｏ

検
診
の
要
項
及
び
市
浦
村
の

検
診

日

程
は

次

の

と

お

り

で

戸
籍
の
窓
ロ

す

。△
対

象

＝
昭
和
四
十

年
三

一
日
か
ら
四
十

一
年
二
月
〓

十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
赤
ち

△
検
診
の
日
程

（第

一
次
審

△
九
月
十
日
＝
大
田
地
区

公
民
館
、
午
前
十
時
か
ら
午

公
民
舘
、
午
前
十
時
か
ら
午
前

十

一
時
ま
で
）

△
九
月
十
日
ｕ
相
内
、
桂
川

地
区

（役
場
会
議
室
、
午
後

一

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
）

△
九
月
十

一
日
＝
磯
松
地
区

（
公
民
館
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
前
十
時
ま
で
）

△
九
月
十

一
日
―
脇
元
地

（
公
民
館
、
午
前
十
時
か
ら
正

午
ま
で
）

△
九
月
十

一
日
口
十
三
地
区

（
出
張
所
、
午
後

一
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
）

な
お
、
日
程
に
つ
い
て
は
、

二
日
間
で
全
村
を
実
施

の
予
定

で
す
の
で
、
時
間
は
か
な
ら
ず

守

っ
て
下
さ
い
。

吉
田
　
武
弘

（東
京
）

奈
良
　
久
子

（相
内
）

小
寺
　
謙

一

（
中
里
）

藤
田
真
佐
子

（磯
松
）

△ △

▽ ▽

年

金

に
加

入

し
な

い

と

ど

う

な

る

か

問
　
広
報
し
う
ら
八
月
号
で

国
民
年
金
法
の

一
部
改
正
が
掲

載
さ
れ
、
非
常
に
参
考
に
な
り

ま
し
た
が
、
次
の
こ
と
に
つ
い

て
疑
間
が
あ
り
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

き
よ
出
年
金
に
、
当
然
加
入

す
べ
き
な
の
に
し
な
か

っ
た
場

合
で
も
、
将
来
、
福
祉
年
金
の

ほ
う
は
支
給
さ
れ
る
で
し
よ
う

か
。
大
田
地
区
＝
農
業
＝
Ｍ

・

Ｋ

（
三
十
五
歳
）

答
　
福
祉
年
金
は
主
と
し
て

年
令
に
よ
り
、
き
よ
出
年
金
に

加
入
で
き
な
い
期
間
の
、
老
令

廃
疾
、
死
亡
と
い
っ
た
場
合
に

所
得
保
障
を
行
な
う
制
度
な
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
き
よ
出
年

金
に
加
入
す
る
資
格
の
あ
る
人

が
、
も
し
加
入
し
な
い
な
ら
ば

福
祉
年
金
は

支
給

さ

れ

ま
せ

す
な
わ
ち
、
二
十
歳
以
上
六

・．歳
未
満

（
明
治
四
十
四
年
四

月

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は

六
十
歳
未
満
で
も
除
か
れ
ま
す

）
の
人
で
、
①
他
の
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
人
②
他
の
年
金

制
度
か
ら
年
金
給
付
を
受
け
て

い
な
い
人
③
こ
れ
ら
の
人
の
配

偶
者
と
い
っ
た
人
は
誰
で
も
、

当
然
に
き
よ
出
年
金
制
度
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
た

ち
の
老
令
，
廃
疾
、
死
亡
に
対

す
る
給
付
は
、
保
険
料
を
納
め

て
い
る
か
、
ま
た
は
免
除
さ
れ

て
い
た
場
合
に
限

っ
て
、
き
よ

出
年
金
制
度
か
ら
老
令
年
金
を

は
じ
め
と
す
る
諸
年
金
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
わ

け
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
き
よ

出
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
で
加
入
も
れ
と
な

っ

て
い
る
と
き
は
、
福
祉
年
金
は

も
と
よ
り
、
せ

っ
か
く
の
き
よ

出
年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る

わ
け
で
す
。

将
来
、
ど
の
制
度
か
ら
も
年

金
が
　
ら
え
な
い
、
と
い
っ
た

こ
と
の
な
い
よ
う
、
資
格
の
あ

る
人
は
、
か
な
ら
ず
加
入
す
る

小
島
　
　
弘

（高
松
）

中
村
　
礼
子

（脇
元
）

伊
藤
　
良
三

（小
泊
）

太
田
　
洋
子

（磯
松
）

阿
部
　
幸
雄

（中
里
）

藤
田
　
タ

エ

（磯
松
）

工
藤
　
　
悟

（車
力
）

吉
田
ル
リ
子

（
相
内
）

工
藤
　
敏
利

（車
力
）

矢
本

ヱ
ミ
子

（
十
三
）

和
嶋
勇
喜
雄

（磯
松
）

大
西
さ
な
い

（
小
泊
）

野 古
村 川

チ 孝
子 一

五 脇

今
　
　
乗
八

（脇
元
）

向
屋
敷
ヤ
チ
ヨ
（
岩
手
）

松
橋
　
義
隆

（車
力
）

和
嶋
千
鶴
子

（
磯
松
）

鰊

魏

成
田
　

フ
ミ

（脇
元
）

吉
田
　
ス
ナ

（相
内
）

季
節
の
し
お
リ

九
月
の
声
を
聞
く
と
、
ぐ

っ

と
日
足
が
短
か
く
な
り
ま
す
。

ぁ
あ
も
う
日
暮
れ
か
と
、
あ

つ

職翻
を
感
じ
させ
るも
ので

ま
た
、
九
月
は
も
は
や
盛
夏

”
ｔ

しヽ ろ
詢
”
“
激
崎
鴻
い
畔
昴

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
残
暑
の

照
り
返
し
も
、
す
で
に
秋
を
感

じ
さ
せ
、
空
気
中
の
湿
度
も
少

な
く
な

っ
て
、
快
適
な

ク
秋

″

が
は
じ
ま
る
月
と
な
り
ま
す
。

一
方
ま
だ
ま
だ
心
配
な
の
は

台
風
で
す
。
例
年
大
型
の
台
風

に
襲
わ
れ

る

の
も

こ
の
月
で

す
。さ

て
九
月
は

一
日
の
防
災
の

日
で
は
じ
ま
り
ま
す
ｏ
こ
の
日

は
ま
た
関
東
大
震
災
記
念
日
、

二
百
十
日
に
も
当
り
ま
す
ｏ
台

風
、
高
潮
、
な
ど
、
こ
の
よ
う

な
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
お
こ
ろ

か
ゎ
か
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の

準
備
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
い
た

十

一
日
は
二
百
二
十
日
で
す

が
、
こ
の
日
を
中
心
に
台
風
が

や

っ
て
く
る
可
能
性
が
多
い
よ

う
で
す
。

十
五
日
は

「
敬
老
の
日

一
で

こ
の
日
か
ら
第
十
六
回
老

ム
福

祉
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

、

二
十
日
は
、
第
十
四
回
航
空

日
で
す
が
、
彼
岸
の
入
り
に
あ

た
り
、
二
十
三
日
は
秋
分
の
日

で
す
。

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま

で
」
と
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
秋
色

も
次
第
に

深
ま

っ
て

い
き
ま

す
。
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